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六
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語

わ
が
国
の
立
法
過
程
に
お
け
る
政
党

わ
が
国
の
国
会
に
お
け
る
立
法
過
程
を
特
徴
づ
け
る
も
の
の
一
つ
と
し
て
、
国
会
内
で
の
議
員
に
対
す
る
政
党
の
拘
束

S
m
a
z
z
o）

(1
) 

の
強
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
内
閣
が
議
会
に
基
礎
を
お
か
な
い
ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
で
は
政
党
の
組
織
上
の
問
題
も
あ
り
、

ク
ロ
ス
・
ポ

l
ト
（
ロ
さ
回
目4
0
2
）
制
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
内
閣
が
議
会
に
そ
の
基
礎
を
求
め
る
議
院
内
閣
制
の
下
で
は
パ
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ー
テ
ィ
1

・
ボ
I

ト
（
宮
吋
守
き
宮
）
が
一
般
的
で
あ
り
、
単
に
採
決
に
あ
た
っ
て
政
党
の
拘
束
が
強
い
と
い
う
こ
と
の
み
を
も
っ
て
、



(2
) 

わ
が
国
の
立
法
過
程
の
顕
著
な
特
徴
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
問
題
は
む
し
ろ
採
決
に
至
る
過
程
に
あ
る
と
い
え
る
。

周
知
の
通
り
、
議
院
内
閣
制
の
母
国
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
で
は
議
会
で
の
法
案
審
議
に
あ
た
っ
て
、
読
会
制
（
『
g
e
石
毛

m
z
g
）
が
用
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い
ら
れ
て
い
る
。
審
議
の
中
心
は
本
会
議
に
あ
り
、
原
則
的
に
は
す
べ
て
の
議
員
が
す
べ
て
の
法
案
の
審
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ギ
リ
ス
型
の
議
院
内
閣
制
を
温
存
し
な
が
ら
も
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
議
会
制
度
の
影
響
を
受
け
、
委
員
会
制

（8
5
E
2
8
m
u
a
g自
）
を
導
入
し
た
わ
が
国
の
場
合
、
法
案
審
議
の
中
心
は
各
委
員
会
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
す
べ
て
の
議
員
が
す
べ

て
の
法
案
の
実
質
的
な
審
議
に
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
な
り
、
当
該
の
委
員
会
で
法
案
審
議
に
か
か
わ
っ
て
き
た
議
員
以
外
に

は
個
々
の
法
案
の
審
議
過
程
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
が
不
明
に
な
る
可
能
性
も
否
定
出
来
な
い
。
本
会
議
で
の
採
決
に
あ
た

つ
て
は
、
各
党
共
に
そ
の
当
日
開
か
れ
る
議
員
総
会
な
ど
で
、
議
院
運
営
委
員
会
（
議
運
）
の
委
員
ら
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
議
事
日
程

の
説
明
時
に
所
属
の
議
員
に
対
し
、
各
法
案
に
つ
い
て
党
と
し
て
の
態
度
が
示
さ
れ
、
賛
否
が
徹
底
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
法

案
に
対
し
て
賛
成
す
る
与
党
自
民
党
に
比
べ
、
賛
否
共
に
存
在
す
る
野
党
各
党
の
方
が
こ
の
傾
向
は
著
し
い
。

議
運
が
各
党
の
国
会
対
策
委
員
会
（
国
対
）
の
院
内
出
先
機
関
の
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
議
運
に
よ
る

議
員
へ
の
態
度
の
徹
底
こ
そ
わ
が
国
の
国
会
に
お
け
る
政
党
の
拘
束
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
現

象
は
わ
が
国
が
議
院
内
閣
制
の
下
で
委
員
会
制
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
国
会
の
制
度
的
な
側
面
に
そ
の
一
因
を
求
め
る
こ
と
が
出
来

る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
立
法
過
程
に
お
い
て
、
政
党
の
拘
束
が
強
い
と
い
う
こ
と
は
法
案
の
成
否
が
与
野
党
の
議
席
率
に
よ
っ
て
決
定
づ
け
ら
れ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
国
会
が
討
論
を
主
た
る
原
則
と
し
な
が
ら
も
、
採
決
に
あ
た
っ
て
政
党
の
強
い
拘
束
の
下
に
多
数
決
が
用
い
ら

れ
て
い
る
限
り

一
九
五
五
年
以
来
一
貫
し
て
国
会
の
過
半
数
を
制
し
て
き
た
自
民
党
が
法
案
に
つ
い
て
の
生
殺
与
奪
の
権
利
を
独
占

し
て
お
り
、
野
党
は
何
ら
法
案
の
成
否
に
は
影
響
力
を
持
た
な
い
と
い
う
ベ
ア
ワ
ル
ド
（
同
・
同
－
F
2

由
主
）
の
指
摘
は
説
得
力
を
持
つ



(6
) 

も
の
と
な
る
。

一
九
五
0
年
代
、
六
0
年
代
に
し
ば
し
ば
起
っ
た
国
会
の
混
乱
に
見
ら
れ
た
与
党
の
強
行
採
決
や
野
党
の
議
場
占
拠
、

牛
歩
戦
術
な
ど
は
わ
が
国
の
野
党
が
立
法
過
程
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
影
響
力
し
か
持
ち
得
ず
、
国
会
運
営
が
事
実
上
与
党
自
民
党

(7
) 

に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
す
好
例
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
国
会
の
混
乱
は
国
会
に
お
け
る
与
野
党
関
係
を

常
に
対
立
関
係
（
1
2

，4
2
E
E
U

ロ
）
と
し
て
捉
え
る
傾
向
を
助
長
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
国
会
イ
メ
l

ジ
が
強
行
採
決
を
も
っ
て
し
で
も
法
案
を
通
そ
う
と
す
る
与
党
と
す
べ
て
に
反
対
す
る
野
党
と
い
う
一
種
の
悉
無
律
守
口
2
8

ロ

F
S

と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

し
か
し

一
九
七
0
年
代
後
半
に
与
野
党
の
議
席
が
伯
仲
す
る
と
共
に
そ
の
様
相
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
た
。

い
わ
ゆ
る
「
逆
転
委

員
会
」
の
登
場
に
端
を
発
し
、
一
九
七
六
年
に
招
集
さ
れ
た
第
八
O
国
会
で
予
算
審
議
に
あ
た
り
、
一
部
の
野
党
の
支
持
を
取
り
つ
け

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

る
た
め
に
予
算
が
内
閣
修
正
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
野
党
が
立
法
過
程
へ
の
影
響
力
を
フ
ォ
ー
マ
ル
に
も
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
「
話
し
合
い
国
会
」
と
呼
ば
れ
た
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
も
国
会
議
席
の
多

数
は
自
民
党
が
占
め
て
お
り
、
追
加
公
認
や
保
守
系
無
所
属
を
加
え
た
議
席
数
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
過
半
数
を
上
ま
わ
っ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。
議
会
の
本
質
が
あ
く
ま
で
本
会
議
に
あ
る
と
す
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
3

・
巧
・
巧
口
g

ロ
）
の
主
張
を
採
る
な
ら
ば
、
こ
の
時
期

の
自
民
党
は
依
然
と
し
て
過
半
数
を
有
し
て
お
り
、
多
数
決
の
下
で
は
優
位
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
本

会
議
で
多
数
を
占
め
て
い
る
と
い
う
点
で
は
一
九
六0
年
代
と
い
さ
さ
か
も
変
化
が
な
い
と
い
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

た
だ
、
現
実
の
立
法
過
程
に
あ
っ
て
は
与
野
党
聞
の
政
党
勢
力
配
置
の
変
動
は
当
然
の
よ
う
に
内
閣
や
政
党
の
立
法
行
動
に
少
な
か

ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
。
た
と
え
ば
与
野
党
伯
仲
と
と
も
に
政
府
・
与
党
は
法
案
の
確
実
な
成
立
を
期
し
、
法
案
の
成
立
率
を
維
持
す
る

た
め
に
内
閣
提
出
法
案
の
提
出
数
を
減
少
さ
せ
た
り
、
法
案
の
実
質
修
正
に
も
応
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
（
問
。

一
方
、
野
党
の
側
に
も

123 

与
党
の
こ
の
よ
う
な
態
度
変
化
に
応
え
る
よ
う
に
一
九
七
0
年
代
に
は
議
場
占
拠
や
牛
歩
戦
術
と
い
っ
た
強
制
力
に
も
と
づ
く
影
響
力



の
行
使
が
姿
を
消
す
と
い
う
態
度
の
変
化
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
基
本
的
に
は
与
野
党
対
立
の
図
式
に
も
と
ず
く
国

会
イ
メ
ー
ジ
に
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。
特
に
一
九
八

O
年
の
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
の
結
果
、
自
民
党
が
再
び
安
定
過

半
数
を
制
す
る
に
至
っ
て
、
国
会
運
営
も
一
九
六
0
年
代
の
パ
タl
γ
に
回
帰
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も
あ
出
。
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そ
こ
で
以
下
で
は
国
会
に
お
け
る
法
案
の
採
決
に
あ
た
っ
て
、
各
党
の
態
度
の
計
量
的
分
析
を
通
じ
て
国
会
に
お
け
る
政
党
、
特
に

野
党
の
位
置
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
い
か
に
変
化
し
て
き
た
の
か
を
追
っ
て
み
た
い
。
同
時
に
立
法

行
動
に
お
け
る
政
党
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
や
投
票
行
動
に
み
ら
れ
る
政
党
間
関
係
が
国
会
内
に
お
け
る
そ

れ
と
い
か
な
る
関
連
に
あ
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
な
っ
て
ゆ
き
た
い
。

（1
）
黒
川
貢
三
郎
・
大
井
真
二
・
岩
井
奉
信
・
関
根
二
三
夫
『
現
代
政
治
過
程
論
』
北
樹
出
版
（
一
九
八
三
年
）
一
五
八

l

一
六
O
頁
、
荒
木
義
修
「
現
代
の
立
法
過

程
」
飯
坂
良
明
・
堀
江
湛
編
『
議
会
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
学
陽
書
房
（
一
九
八
一
年
）
一
三
八
l

一
四
ニ
頁
。

（2
）
比
較
立
法
過
程
研
究
会
編
『
議
会
に
お
け
る
立
法
過
程
の
比
較
法
的
研
究
』
勤
草
書
房
（
一
九
八

O
年
）
一
一
一
二
四
頁
．

（3
）
比
較
立
法
過
程
研
究
会
編
前
掲
三
九
｜
五
三
頁
。

（4
）
土
屋
政
三
『
委
員
会
制
度
』
教
育
出
版
社
（
一
九
六
五
年
）
一
O
九
頁
、
清
水
陸
「
憲
法
改
正
と
議
会
制
度
改
革
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
戦
後
改
一

第
三
巻
』
東
京
大
学
出
版
会
（
一
九
七
四
年
〉
八
六
頁
、
清
水
陸
『
現
代
議
会
制
の
憲
法
構
造
』
動
草
書
房
（
一
九
七
九
年
）
一
四
八
頁
、
黒
田
覚
『
国
会
法

l

法
律

学
全
集
第
五
巻
』
有
斐
閣
（
一
九
五
八
年
）
九
二
l

九
三
頁
、
水
木
惣
太
郎
『
議
会
制
度
論
』
有
信
堂
（
一
九
六
三
年
）
一
二
二
八

l

三
八
三
頁
、
小
島
和
夫
『
法
律
が

で
き
る
ま
で
』
ぎ
よ
う
せ
い
（
一
九
七
九
年
）
二
四
七1
二
五
二
頁
。

（5
）
小
島
前
掲
二
七
一
l

二
七
二
頁
。

（6
）
H
・
H

－
ベ
ア
ワ
ル
ド
、
橋
本
彰
・
中
部
章
訳
『
日
本
人
と
政
治
文
化
』
人
間
の
科
学
社
（
一
九
七
四
年
）
一
八
二

l

一
八
九
頁
。

（7
）
江
上
能
義
「
議
会
の
機
能
」
飯
坂
・
堀
江
編
前
掲
一
一
七
l

一
二
三
頁
。

（8
）
岩
井
奉
信
「
現
代
日
本
に
お
け
る
立
法
行
動
の
研
究
」
慶
臆
義
塾
大
学
新
聞
研
究
所
年
報
一
五
号
（
一
九
八

O
年
）
六
四
l

六
五
頁
．

（9

）
口
・
w
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
、
小
林
孝
輔
訳
『
議
会
と
政
府
』
文
真
堂
（
一
九
七
八
年
〉
二
三
頁
。

（
叩
）
岩
井
前
掲
五
三l
五
五
頁
。

（
日
）
た
と
え
ば
一
九
七
八
年
に
行
な
わ
れ
た
読
売
新
聞
の
調
査
に
よ
れ
ば
「
話
し
合
い
国
会
」
に
つ
い
て
「
野
党
が
そ
の
機
能
を
失
っ
た
」
と
す
る
も
の
が
二
五
%
を

占
め
て
い
た
こ
九
七
八
年
六
月
一
九
日
付
読
売
新
聞
）
。



（
辺
）
た
と
え
ば
一
九
八
O
年
六
月
一
一
日
付
朝
日
新
聞
社
説
な
ど
。

デ
ー
タ
・
セ
ッ
ト

分
析
は
一
九
六
五
年
の
佐
藤
内
閣
成
立
直
後
の
第
四
八
国
会
か
ら
一
九
八
一
年
の
鈴
木
内
閣
下
の
第
九
四
国
会
ま
で
に
国
会
で
行
な

わ
れ
た
予
算
、
決
算
、
条
約
、
決
議
な
ど
を
除
く
法
律
案
の
採
決
結
果
に
対
し
て
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
間
に
二
、
一
五
四
の
法
案
に
つ
い

て
何
ら
か
の
採
決
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
べ
て
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
本
会
議
や
第
二
院
で
審
議
未
了
に
な
っ

た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
こ
の
間
に
提
出
さ
れ
た
法
案
数
は
内
閣
提
出
法
案
二
、
二
四
三
、
議
員
提
出
法
案
二
、O七
六
で
あ

る
。
こ
の
内
成
立
し
た
も
の
は
内
閣
提
出
法
案
一
、
七
四
一
、
議
員
提
出
法
案
二
四
一
で
成
立
率
は
そ
れ
ぞ
れ
七
七
・
六
%
、

一
一. 

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

六
%
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
本
研
究
の
分
析
対
象
と
な
っ
た
も
の
は
内
閣
提
出
法
案
一
、
九O
O
、
議
員
提
出
法
案
二
五
四
で
あ
り
‘

い
ず
れ
か
の
レ
ベ
ル
で
一
度
は
採
決
さ
れ
な
が
ら
も
成
立
し
な
か
っ
た
も
の
が
そ
れ
ぞ
れ
一
五
、
九
二
ニ
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

各
党
の
法
案
に
対
す
る
態
度
は
原
則
的
に
衆
議
院
議
事
部
議
案
課
の
衆
議
院
委
員
会
の
記
録
に
も
と
づ
い
た
が
、
八
八
l

九
四
国
会

に
つ
い
て
は
衆
議
院
常
任
委
員
会
調
査
室
の
年
報
『
調
査
』
の
記
録
に
依
拠
し
た
。た
だ
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
な
ど
の
小
会
派
は
す
べ
て

の
委
員
会
に
議
席
を
有
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
委
員
会
の
採
決
記
録
に
態
度
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
本
会
議
で
の
各
党
の
態
度
を
調
査
し
た
上
で
デ
ー
タ
を
作
製
し
た

分
析
上
の
政
党
名
は
院
内
会
派
名
で
は
な
く
、
一
般
の
政
党
名
を
使
用
し
た
。
」
の
中
で
公
明
党
は
正
式
に
は
一
九
六
四
年
一
一
月

一
七
日
結
成
で
あ
り
、
さ
ら
に
衆
議
院
に
議
席
を
得
た
の
は
一
九
六
七
年
の
第
五
五
国
会
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
公
明
政
治
連
盟

と
い
う
院
内
会
派
名
で
参
議
院
内
に
会
派
を
構
成
し
て
い
た
。
そ
こ
で
五
四
国
会
ま
で
に
は
参
議
院
に
お
け
る
同
派
の
立
法
態
度
を
調
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査
し
た
上
で
こ
れ
を
援
用
し
、
同
時
に
こ
の
分
に
つ
い
て
は
デ
ー
タ
処
理
上
公
明
党
と
し
て
扱
っ
た
。
ま
た
、
全
党
一
致
で
提
出
さ
れ



る
委
員
長
提
出
の
議
院
立
法
は
委
員
会
採
決
が
省
略
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
全
党
賛
成
と
し
て
扱
っ
た
。な
お
、
社
会
民
主
連
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合
に
つ
い
て
は
分
析
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
。

審
議
年
に
つ
い
て
は
国
会
の
招
集
さ
れ
た
年
次
を
用
い
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
通
常
国
会
の
場
合
年
末
に
招
集
さ
れ
、

こ
J

一
b
Q

中
I
J
j
占t

に
休
会
に
は
い
り
、
実
質
的
な
審
議
は
翌
年
の
年
明
け
か
ら
行
な
わ
れ
る
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
分
析
の
正
確
を
期
す
る
た
め
に
実
質

的
な
審
議
の
行
な
わ
れ
た
年
次
を
審
議
年
と
し
て
扱
っ
た
。

個
々
の
法
案
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
取
扱
い
の
上
で
軽
重
が
存
在
し
、
す
べ
て
の
法
案
を
同
一
の
ウ
ェ
イ
ト
で
扱
う
こ
と
に
は
問
題

が
あ
る
。

し
か
し
、
本
研
究
の
目
的
が
法
案
に
対
す
る
各
党
の
態
度
を
集
合
的
に
捉
え
る
こ
と
に
あ
り
、
個
別
の
法
案
に
つ
い
て
の
立

法
行
動
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
は
次
の
機
会
に
分
析
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
、
こ
こ
で
は
法
案
に
つ

い
て
の
ウ
ェ
イ
ト
づ
け
は
一
切
行
な
わ
ず
、
単
純
な
計
量
分
析
に
止
め
た
。

さ
ら
に
議
員
立
法
は
そ
の
法
案
数
の
関
係
か
ら
衆
議
院
提

出
案
と
参
議
院
提
出
法
案
と
の
分
類
は
行
な
わ
ず

一
括
し
て
議
員
提
出
法
案
と
し
て
扱
っ
た
。
こ
の
場
合
、
委
員
長
提
出
法
案
に
つ

い
て
は
当
時
の
す
べ
て
の
政
党
が
一
致
し
て
提
出
し
た
も
の
と
見
な
し
た
。

各
党
の
立
法
行
動
の
概
観

ま
ず
は
じ
め
に
一
九
六
五
年
か
ら
一
九
八
一
年
に
至
る
各
党
の
法
案
に
対
す
る
全
体
の
態
度
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
（
表
l
y

こ
こ
で
扱
っ
た
二
、
一
五
四
の
法
案
す
べ
て
に
自
民
党
が
賛
成
の
態
度
を
示
し
て
お
り
、
自
民
党
の
態
度
の
分
析
は
意
味
を
持
た
な
い

が
、
各
野
党
に
つ
い
て
み
る
と
こ
こ
で
見
出
さ
れ
る
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
は
自
民
党
と
の
態
度
の
一
致
率
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
出

来
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
共
産
党
を
除
く
野
党
各
党
の
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
は
一
様
に
五
O
%
を
越
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。五
五

年
体
制
を
担
い
、
自
民
党
へ
の
対
抗
勢
力
の
中
心
と
見
な
さ
れ
て
き
た
社
会
党
に
し
て
も
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
は
七
二
・
七
%
と
全



法
案
の
四
分
の
三
近
く
に
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
二
、
一
五
四
の
法
案
に
は
議
員
立
法
二
五
回
が
含
ま
れ
て
お
り
、
わ

が
国
の
議
員
立
法
で
は
成
立
す
る
も
の
の
多
く
が
全
党
一
致
の
委
員
長
提
出
法
案
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
現
実
を
考
え
る

と
、
野
党
各
党
の
賛
成
率
が
そ
れ
に
よ
っ
て
高
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
実
二
五
四
の
議
員
立
法
中
八
四
・

七
%
に
あ
た
る
一
二
六
が
委
員
長
提
出
法
案
で
あ
る

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

法案に対する野党各党の態度（1965-1981)表 1

N 

546 

2154 

2154 

2154 

2154 

棄権

0.0% 

0.7 

0.9 

0.9 

1.1 

欠席

0.0% 

0.3 

0.4 

0.6 

7.9 

反対

3.5% 

12.4 

19.0 

25.9 

47.0 

賛成

96.5% 

86.5 

79. 7 

72. 7 

44.0 

新自由クラブ

民社党

公明党

社会党

共産党

以ι

..71'.. 政

内閣提出法案に対する野党各党の態度（1965-1981)表 2

N 

466 

1900 

1900 

1900 

1900 

棄権

0.0% 

0.6 

0.8 

0.8 

1. 0 

欠席

0.0% 

0.4 

0.4 

0.6 

8. 1 

反対

3.9% 

13.9 

20.8 

28.6 

50.2 

賛成

96. l % 

85.1 

77.9 

69.9 

40. 7 

新自由クラブ

民社党

公明党

社会党

共産党

,,.,,. 
..71'.. 政

そ
こ
で
政
府
・
与
党
対
野
党
と
い
う
対
立
図
式
で
立
法
行
動

提
出
法
を
捉
え
る
た
め
に
政
府
・
与
党
の
政
策
と
し
て
出
さ
れ

る
内
閣
案
に
対
す
る
野
党
各
党
の
態
度
を
同
様
に
見
て
み
よ
う

（
表2
）
。
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
野
党
各
党
の
態
度
は
全
体

の
法
案
に
対
す
る
そ
れ
に
比
べ
て
一
様
に
賛
成
率
が
低
ま
り
、

反
対
率
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
結
果
と
な
る
が
、
そ

れ
に
し
て
も
そ
の
差
は
思
い
の
他
小
さ
く
、
共
産
党
を
除
く
各

野
党
共
に
依
然
と
し
て
内
閣
提
出
法
案
の
三
分
の
二
以
上
に
賛

成
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
同
時
に
双
方
に
共
通
し
て
新
自

由
グ
ラ
ブ
、
民
社
、
公
明
、
社
会
、
共
産
の
順
に
賛
成
率
が
低

ま
り
、

い
わ
ゆ
る
「
野
党
的
」
態
度
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
も

わ
か
る
の
で
あ
る
。

で
は
こ
れ
ら
野
党
各
党
の
法
案
に
対
す
る
態
度
は
時
間
的
に
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い
か
に
推
移
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
（
図
1
2

）
。
こ
こ
で



図 1 法案全体に対する各党の賛成率の推移
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図 2 内閣提出法案に対する各党の賛成率の推移
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ま
ず
第
一
に
目
に
つ
く
の
は
共
産
党
の
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
が
一
九
六
五
年
か
ら
ほ
ぼ
一
貫
し
て
上
昇
し
続
け
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
六
五
年
に
は
共
産
党
は
全
法
案
中
七
・
二
%
、
内
閣
提
出
法
案
で
は
二
・
九
%
に
し
か
賛
成
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
一
九
七
O
年

代
に
入
る
と
そ
の
賛
成
率
は
五
O
%
前
後
と
な
り
、
七0
年
代
後
半
に
は
六
O
%
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
全
法

案
に
対
す
る
賛
成
率
は
七
一
・
六
%
、
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
も
六
九
・
O
%
と
ほ
ぼ
七
割
の
賛
成
率
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

一
九
六
0
年
代
の
そ
れ
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
高
率
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
八
0
年
代
に
入
り
そ
の
賛
成
率
は
低
下
し
て
き
て
い

る
も
の
の
依
然
と
し
て
五
O
%
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
共
産
党
の
全
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
が
他
の
野
党
と
比
べ
て
著
し
く

低
い
の
は
、

一
九
六
0
年
代
に
お
け
る
極
め
て
低
い
賛
成
率
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
現
在
で
は
共
産
党
を
含
め
た
全
野
党
が

内
閣
提
出
法
案
の
半
数
以
上
に
賛
成
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

こ
の
よ
う
な
共
産
党
の
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
の
急
激
な
上
昇
は
党
の
方
針
の
変
更
、
そ
の
勢
力
の
拡
大
と
は
無
関
係
と
は
い
え
ま

い
。
共
産
党
が
そ
の
賛
成
率
を
急
上
昇
さ
せ
た
時
期
は
宮
本
体
制
の
確
立
期
と
一
致
す
る
と
共
に
そ
の
党
勢
が
大
巾
に
拡
大
し
た
時
期

と
も
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
五
議
席
に
す
ぎ
な
か
っ
た
衆
議
院
の
議
席
も
一
九
六
九
年
に
は
一
四
、
一
九
七
二
年
に
は

三
八
に
増
加
し
、
「
自
共
対
決
」
と
い
う
言
葉
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
院
内
に
あ
っ
て
も
委
員
会
の
理
事
、
特
に
議
運
理
事
の

ポ
ス
ト
を
獲
得
す
る
に
至
り
、
国
会
運
営
に
も
実
質
的
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。し
か
し
、
こ
れ
は
一
九
七
0
年
代
の
こ
と
で
あ

り
、
最
も
上
昇
が
顕
著
で
あ
っ
た
六
0
年
代
後
半
は
ま
だ
共
産
党
も
院
内
で
は
弱
小
会
派
に
す
ぎ
ず
、
院
の
運
営
に
参
加
し
て
い
る
と

は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
こ
の
時
期
は
党
内
で
宮
本
体
制
が
確
立
さ
れ
る
と
共
に
議
会
重
視
の
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、

共
産
党
が
そ
れ
ま
で
の
反
体
制
的
な
色
彩
を
弱
め
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
が
国
会
で
の
立
法
行
動
に
も
端
的
に

現
わ
れ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
議
会
制
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
案
と
し
て
出
さ
れ
る
諸
政
策
に
対
し
て
是
々
非
々
の
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態
度
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
れ
が
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
の
上
昇
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。た
だ
、
賛
成
率
が



上
昇
し
た
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
他
の
野
党
各
党
に
比
べ
て
常
に
最
も
低
く
、
そ
の
意
味
で
は
依
然
と
し
て
最
も
野
党
的
で
あ
り
、
反
体
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制
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
変
化
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
出
来
る
。

こ
れ
に
対
し
、
他
の
野
党
を
見
る
と
一
九
六
五
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
共
産
党
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
明
ら
か
な
一
貫
し
た
傾
向
を

見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
賛
成
率
は
概
し
て
安
定
し
て
推
移
し
て
き
で
い
る
と
見
る
こ
と
も
出
来

タ
D
。
こ

3
1

2
1
J
j
T
 
一
九
六
九
年
は
各
党
共
に
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
が
一
様
に
著
し
く
落
ち
て
い
る
。
一
九
六
九
年
は
日
米
安
保
条
約
の
改

訂
を
背
景
に
防
衛
二
法
を
は
じ
め
与
野
党
対
決
の
法
案
が
数
多
く
出
さ
れ
、
与
野
党
間
の
関
係
が
最
も
悪
化
し
た
年
で
あ
る
。ち
な
み

に
六
一
国
会
で
は
自
民
党
に
よ
る
強
行
採
決
が
一
八
回
も
行
な
わ
れ
、
内
閣
提
出
法
案
の
成
立
率
も
五
五
・
五
%
と
史
上
最
低
結
果
の

(2
) 

と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し

一
般
に
与
野
党
対
決
色
の
強
か
っ
た
佐
藤
内
閣
以
後
、
与
野
党
伯
仲
の
到
来
と
共
に
内
閣
の
法
案
提
出
態
度
の
変
化
も
相

占
父
っ
て
、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
七
九
年
に
至
る
期
間
は
各
野
党
共
に
共
産
党
と
同
様
に
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
は
一
様
に
上
昇
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
公
明
党
の
上
昇
が
激
し
く

一
九
七
0
年
代
前
半
に
は
社
会
党
と
同
程
度
の
賛
成
率
し
か
示
し
て
は
い
な
か
っ
た
の

に
対
し
、

一
九
七
八
年
以
降
野
党
色
を
弱
め
、
民
社
党
と
同
程
度
の
高
い
法
案
賛
成
率
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

こ
の
よ
う
に
各
野
党
の
法
案
賛
成
率
は
国
会
の
立
法
過
程
や
立
法
行
動
を
与
野
党
対
立
の
図
式
で
単
純
に
捉
え
る
に
は
あ
ま
り
に
も

高
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
高
い
賛
成
率
は
共
産
党
を
除
く
と
一
九
六
0
年
代
の
与
野
党
対
立
期
も
一
九
七
0
年
代
の
与
野
党
伯
仲

期
も
さ
ほ
ど
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
ず
、
賛
成
率
の
高
さ
が
伯
仲
期
の
政
府
の
法
案
提
出
態
度
の
変
化
の
結
果
で
あ
る
と
み
る
こ
と
は

早
計
で
あ
ろ
う
。
ま
た
与
野
党
対
立
と
い
う
図
式
の
中
で
全
会
一
致
賛
成
率
と
野
党
一
致
反
対
率
の
推
移
を
み
る
と
全
会
一
致
率
の
方

は
共
産
党
の
法
案
賛
成
率
の
上
昇
と
共
に
増
加
し
て
お
り
、
与
野
党
伯
仲
の
影
響
を
こ
こ
か
ら
単
純
に
導
き
出
す
の
は
難
し
い
。
一
方
、

全
野
党
一
致
反
対
率
は
七
0
年
代
前
半
ま
で
一
O
%
程
度
で
安
定
し
て
い
た
も
の
が
、

一
九
七
六
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
の
伯
仲
期
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全会一致賛成寧と全野党反対寧の推移図 3
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90 
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に
は
は
っ
き
り
と
し
た
低
下
傾
向
が
見
ら
れ
る
（
図
3

）
。
す
な
わ
ち
与
野

党
伯
仲
の
影
響
は
全
野
党
が
一
致
し
て
法
案
に
反
対
す
る
割
合
の
低
下
と

し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
過
半
数
ぎ
り
ぎ
り
の
議
席

し
か
有
し
て
い
な
い
自
民
党
が
よ
り
確
実
な
法
案
の
成
立
を
目
指
し
て
新

自
由
グ
ラ
ブ
、
民
社
党
と
い
っ
た
一
部
の
野
党
と
妥
協
す
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ら
を
取
り
込
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
伯
仲
期
の
立
法
行
動

の
傾
向
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

75 

し
か
し
、

(3
) 

い
ず
れ
に
せ
よ
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
も
指
摘
す
る
通
り
、
わ
が
国

74 73 

の
国
会
に
お
い
て
は
概
し
て
与
野
党
の
関
係
は
良
好
で
あ
る
と
い
う
こ
と

71 72 

が
各
野
党
の
法
案
賛
成
率
の
推
移
、
全
会
一
致
率
の
推
移
な
ど
か
ら
可
能

で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
わ
が
国
の
立
法
過
程
や
立
法
行
動
の
す
べ
て

70 

を
与
野
党
対
立
の
図
式
の
中
で
捉
え
て
ゆ
く
こ
と
に
は
誤
ま
り
が
あ
る
の

69 

だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

67 68 

（1
）
捕
江
湛
・
荒
木
義
修
「
日
本
共
産
党
の
路
線
の
確
立
過
程
」
慶
慮
義
塾
大
学
新
聞
研

究
所
年
報
九
号
（
一
九
七
七
年
）
一
一
一l

一
一
一
ニ
頁
。

（2
）
岩
井
前
掲
五
六
頁
。

（3
）
E

・

o

－
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
、
国
弘
正
雄
訳
『
ザ
・
ジ
ャ
バ
ニ1
ズ
』
文
芸
春
秋
社

（
一
九
七
九
年
）
ニ
九
四
頁
。

66 65 

131 



四

内
閣
別
、
時
期
区
分
別
、
委
員
会
別
の
立
法
行
動

132 

さ
ら
に
各
野
党
の
立
法
行
動
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
内
閣
別
、
時
期
区
分
別
、
委
員
会
別
の
各
党
の
態
度
に
つ
い
て
分
析

を
進
め
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
歴
代
内
閣
と
野
党
と
の
関
係
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
知
る
た
め
に
内
閣
別
に
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
各
党
の
態

度
を
み
て
み
よ
う
（
表
3

）
。
ど
の
内
閣
期
に
お
い
て
も
新
自
由
ク
ラ
ブ
（
三
木
内
閣
以
降
）
、
民
社
、
公
明
、
社
会
、
共
産
の
順
に
賛
成
率

が
下
が
っ
て
い
る
こ
と
に
変
化
は
な
い
。
佐
藤
内
閣
か
ら
鈴
木
内
閣
に
至
る
各
内
閣
で
与
野
党
間
の
対
立
が
最
も
低
か
っ
た
の
は
大
平

内
閣
で
あ
る
。
大
平
内
閣
期
に
は
共
産
党
も
六
四
%
の
法
案
に
賛
成
し
て
お
り
、
全
会
一
致
率
も
六
一
%
に
達
し
て
い
る
。
大
平
内
閣

は
対
野
党
関
係
は
こ
の
よ
う
に
良
好
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
与
党
内
に
総
裁
選
を
め
ぐ
る
派
閥
対
立
を
発
足
当
初
か
ら
抱
え
て

お
り
、
最
終
的
に
は
一
九
八
O
年
の
九
一
国
会
で
野
党
提
出
の
内
閣
不
信
任
案
が
与
党
議
員
の
大
量
欠
席
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
い
う

事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
大
平
内
閣
期
は
内
閣
提
出
法
案
の
成
立
率
も
六
O
%
と
著
し
く
低

く
な
っ
て
い
る
。

た
だ
、
こ
の
採
決
デ
ー
タ
か
ら
見
る
限
り
大
平
内
閣
は
最
も
与
野
党
聞
の
関
係
が
良
好
で
あ
り
、
問
題
の
九
一
国
会

に
お
い
て
も
成
立
し
た
八
O
の
法
案
の
内
五
七
・
五
%
が
全
会
一
致
で
成
立
し
て
お
り
、
野
党
に
よ
る
不
信
任
決
議
案
提
出
の
必
然
性

を
こ
こ
か
ら
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
史
上
最
も
対
野
党
関
係
が
良
好
で
あ
っ
た
大
平
内
閣
が
野
党
の
不
信

任
案
に
対
し
て
与
党
内
部
の
離
反
か
ら
崩
壊
し
た
と
い
う
こ
と
は
皮
肉
な
結
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
そ
の
在
任
中
に
幾
度
と
な
く
強
行
採
決
を
行
な
い
、
「
暴
走
国
会
期
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
与
野
党
聞
が
最
も
対
立
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
佐
藤
内
閣
を
見
る
と
、
民
社
党
の
八
四
・
一
%
を
筆
頭
に
共
産
党
を
除
い
て
野
党
の
賛
成
率
は
思
い
の
他
高
く

な
っ
て
い
る
。

む
し
ろ
全
野
党
反
対
率
な
ど
も
考
慮
す
る
と
田
中
内
閣
の
方
が
与
野
党
が
よ
り
対
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、



国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

内閣提出法案に対する各党の内閣別賛成率表 3

N 

1032 

225 

192 

188 

164 

99 

全野党
反対

12.1 % 

16.4 

14.6 

5.3 

6.1 

7.1 

致ム
一
品

全

28.0% 

43.6 

49.0 

59.6 

61. 0 

45.5 

産

28.8% 

46.7 

52.6 

61. 7 

64.0 

50.5 

共会

69. 2% 

63.1 

73.4 

73.4 

80.5 

62.6 

社明

78. 6% 

64.0 

74.0 

84.0 

89.6 

79.8 

公社

84.1% 

82.2 

82.8 

92.6 

92.1 

80.8 

民新自ク

一一%

100. o* 
97.3 

98.2 

89.9 

閣

藤

中

木

田

平

木＊＊

内

佐
田
三
福
大
鈴

1900 10.2 42.3 40.7 69.9 77.9 85.1 96.1 計

* 新自由 F ラプの法案数は15のみ

** 鈴木内閣は94国会まで

時期区分別各党の内閣提出法案に対する賛成率表 4

保守回帰期
1980~ 

新自ク

民社

公明

社会

共産

89. 9% 

80.8 

79.8 

62.6 

50.5 

与野党伯仲期
1974~ 1980 

97. 8* % 

89.0 

82.2 

75.6 

59.2 

与野党対立期
1965~ 1974 

一一%

83.8 

76.0 

68.1 

32.0 

』ら

見政

99 544 1257 N 

田
中
内
閣
を
底
と
し
て
、
以
後
大
平
内
閣
ま

で
は
各
党
共
に
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
賛

成
率
は
一
様
に
上
昇
し
て
い
る

特
に
福

回
、
大
平
両
内
閣
時
代
に
は
全
会
一
致
率
も

六
O
%
内
外
の
高
率
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
こ
れ
を
反
映
し
て
全
野
党
が
反
対
し
た
法

案
は
わ
ず
か
五
%
余
り
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
以

前
の
三
分
の
一
ま
で
に
減
少
し
、
こ
の
時
期

の
国
会
が
い
か
に
与
野
党
関
係
が
良
好
で
あ

っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。

* 新自由クラプは1976年以降

田
中
内
閣
か
ら
大
平
内
閣
に
至
る
時
期
は

周
知
の
通
り
自
民
党
の
長
期
低
落
傾
向
が
議

席
の
上
に
も
明
確
に
現
わ
れ
た
与
野
党
伯
仲

期
で
あ
る
。
特
に
三
木
内
閣
下
の
一
九
七
六

年
の
第
三
四
回
総
選
挙
で
は
二
四
九
議
席
と

単
純
過
半
数
を
も
下
ま
わ
り
、
追
加
公
認
、

保
守
系
無
所
属
を
加
え
て
や
っ
と
過
半
数
を

133 

制
す
る
と
い
う
結
果
に
な
り
、

一
九
七
四
年



の
参
議
院
に
続
い
て
衆
議
院
で
も
逆
転
委
員
会
が
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

与
野
党
伯
仲
期
の
各
党
の
立
法
行
動
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
一
九
七
四
年
の
参
院
選
直
前
の
七
134 

二
国
会
以
前
を
「
与
野
党
対
立
期
」
、
参
院
選
で
自
民
党
が
敗
北
し
、
逆
転
委
員
会
が
登
場
し
た
七
三
国
会
か
ら
一
九
八O
年
の
大
平

首
相
の
不
信
任
案
が
可
決
さ
れ
た
九
一
国
会
ま
で
を
「
与
野
党
伯
仲
期
」
、
そ
し
て
そ
れ
以
降
を
「
保
守
回
帰
期
」
と
い
う
時
期
区
分

を
行
な
っ
た
上
で
各
野
党
の
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
を
比
較
し
て
み
よ
う
（
表
4

）
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
各
党
共
与
野
党

対
立
期
に
比
べ
与
野
党
伯
仲
期
の
方
が
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
は
一
様
に
上
昇
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
上
昇
率
は
共
産
党
を
除
く
と

）
様
に
五
l

七
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
政
党
別
に
大
き
な
差
異
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
与
野
党
対
立
期
か
ら
伯
仲
期
に
入
る
に
あ
た
っ
て
、

野
党
側
が
立
法
態
度
を
党
の
方
針
に
従
っ
て
変
え
て
き
た
と
い
う
よ
り
も
内
閣
提
出
法
案
数
の
抑
制
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
与
党
側
の
立

法
行
動
の
変
化
が
各
野
党
の
対
応
の
変
化
を
導
き
出
し
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
一
九
八

O
年
の
衆
参
ダ
ブ
ル
選
挙
以
降
の
保
守
回
帰
期
に
お
け
る
各
党
の
対
応
で
あ
る
。
各
党
共
に
内
閣
提

出
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
が
低
ま
っ
て
い
る
が
、
与
野
党
対
立
期
か
ら
与
野
党
伯
仲
期
へ
の
賛
成
率
の
変
動
が
共
産
党
を
除
く
野
党
各

党
共
に
一
様
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
伯
仲
期
か
ら
保
守
回
帰
期
へ
の
変
動
の
中
で
公
明
党
が
他
の
野
党
に
比
べ
て
異
な
っ
た
動
き
を
示

し
て
い
る
。
公
明
党
を
除
く
各
野
党
は
一
様
に
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
を
七
1

九
ポ
イ
ン
ト
も
下
げ
て
お
り
、
共
産
党
を
除

い
て
与
野
党
対
立
期
の
水
準
よ
り
も
低
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
公
明
党
の
賛
成
率
の
低
下
は
わ
ず
か
二
・
四
ポ
イ
ン
ト
に
止
ま
っ

て
お
り
、
与
野
党
対
立
期
の
水
準
を
上
ま
わ
っ
て
い
る
。
す
で
に
触
れ
た
が
今
日
で
は
公
・
民
間
の
差
は
一
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
与
野

党
対
立
期
、
与
野
党
伯
仲
期
を
通
じ
て
公
明
党
は
法
案
の
賛
成
率
か
ら
見
る
限
り
民
社
党
と
社
会
党
の
丁
度
中
間
に
位
置
し
て
い
た

が
、
保
守
回
帰
期
に
は
明
ら
か
に
そ
の
野
党
色
が
弱
ま
り
、
民
社
党
よ
り
に
位
置
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
こ
の
時
期
を
通
じ

て
公
明
党
の
立
法
行
動
が
大
き
く
変
わ
る
国
会
対
策
上
の
戦
術
あ
る
い
は
戦
略
上
の
変
更
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
わ
け
で
あ



国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

常任委員会における各党の法案賛成車（1965-1981)表 5

N 

内閣

地方行政

法務

外務

大蔵

文教

社会労働

農林水産

商工

運輸

逓信

建設

議院運営

304 

171 

137 

11 

339 

95 

237 

184 

159 

95 

63 

120 

56 

全野党反対

9.5% 

25.7 

2.9 

0.0 

24.8 

6.3 

5.1 

1. 6 

1. 3 

11. 6 

11.1 

4.2 

0.0 

全会一致

34.9% 

38.6 

54.0 

54.5 

28.0 

56.8 

55.3 

50.5 

43.4 

22.1 

58.7 

40.0 

60. 7 

産

36.2% 

41. 5 

56.2 

54.5 

29.8 

60.0 

57.4 

51.1 

43.4 

24.2 

58.7 

41. 7 

60.7 

共会

67.4% 

55.6 

80.3 

81.8 

56.9 

72.6 

81.4 

89.1 

90.6 

61.1 

77.8 

73.3 

100.0 

社明

82.6% 

64.3 

88.3 

81. 8 

62.2 

83.2 

85.2 

92.4 

89.9 

78.9 

84.1 

83.3 

92.9 

公社

%
 

2

2

4

6

0

6

6

2

4

1

2

7

8

0
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委員会名

る
。次

に
こ
の
よ
う
な
各
党
の
立
法
行
動
が
政
策
分
野
別
に
い
か
に
異

な
っ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
に
常
任
委
員
会
別
の
各
党
の
態
度
を
み

わ
が
国
の
常
任
委
員
会
制
は
各
委
員
会
が
中
央

省
庁
に
対
応
す
る
型
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
委
員
会
に
お
け
る
各

て
み
よ
う
（
表
5
）
。

党
の
対
応
を
見
て
も
政
策
分
野
別
の
立
法
行
動
の
相
違
を
一
応
知
る

」
と
が
可
能
で
あ
る
。

綿
密
な
政
策
分
野
別
の
分
析
は
新
た
な
問
題
と
し
て
後
日
行
な
う

つ
も
り
で
あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
の
み
に
つ
い

て
述
べ
る
に
止
め
る
が
、
各
野
党
の
賛
成
率
、
全
会
一
致
率
、
全
野

党
反
対
率
を
比
べ
る
と
委
員
会
別
に
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
処
理
法
案
数
の
少
な
い
外
務
を
除
く
と
与
野
党
間
の
対
立

が
少
な
い
の
は
法
務
、
文
教
、
社
会
労
働
、
議
院
運
営
と
い
っ
た
委

員
会
で
あ
り
、
逆
に
与
野
党
聞
の
対
立
が
激
し
い
の
が
地
方
行
政
、

大
蔵
、
運
輸
と
い
っ
た
委
員
会
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
商
工
、
建

設
の
両
委
員
会
で
は
全
会
一
致
率
、
全
野
党
反
対
率
共
に
低
く
、
逆

に
逓
信
委
員
会
で
は
全
会
一
致
率
、
全
野
党
反
対
率
共
に
高
く
な
っ
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て
い
る
。
前
者
の
分
野
で
は
野
党
間
に
政
策
を
め
ぐ
る
対
立
が
存
在



す
る
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
、
後
者
の
分
野
で
は
与
野
党
の
利
益
が
一
致
す
る
政
策
と
対
立
す
る
政
策
の
二
つ
が
明
確
に
存
在
す
る
こ
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と
が
こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
議
院
運
営
委
員
会
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
国
会
の
運
営
を
め
ぐ
り
、
法
案
と
し
て
は
国
会
法
の
改
正
な
ど
が
扱

わ
れ
る
が
、
他
の
各
委
員
会
で
は
賛
成
率
が
概
し
て
新
自
グ
、
民
社
、
公
明
、
社
会
、
共
産
の
順
で
並
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
こ
こ
で

は
そ
の
序
列
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
社
会
党
は
全
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
は
七
二
・
七
%
に
す
ぎ
ず
、
委
員
会
別
で
も
極

め
て
野
党
的
な
賛
成
率
を
示
し
て
い
る
の
に
対
し
、
議
運
に
限
つ
て
は
一
O
O
%
と
す
べ
て
の
法
案
に
賛
成
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は

五
五
年
体
制
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
議
運
で
取
扱
う
法
案
は
議
院
や
議
員
の
地
位
、
運
営
な
ど
に
関
す
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
こ
で
審
議
さ
れ
る
法
案
は
す
べ
て
議
員
立
法
で
あ
る
。
同
時
に
議
運
の
委
員
ポ
ス
ト
は
衆
院
で
二
O
名
以
上
、
参
院
で
一
O
名

以
上
の
会
派
に
し
か
割
り
あ
て
ら
れ
ず
、

五
五
年
体
制
下
で
は
こ
れ
ら
は
自
民
党
、
社
会
党
に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち

当
時
の
国
会
運
営
は
自
民
党
と
社
会
党
の
み
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
き
た
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
の
後
の
多
党
化
の
下
に

あ
っ
て
も
議
運
で
は
こ
の
図
式
が
変
わ
り
な
く
続
い
て
き
た
こ
と
が
こ
の
数
字
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
院
外

で
は
「
五
五
年
体
制
」
が
崩
壊
す
る
中
で
、
院
内
で
依
然
と
し
て
「
五
五
年
体
制
」
に
よ
る
国
会
運
営
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
対
し
、

共
産
、
公
明
と
い
っ
た
政
党
が
反
発
を
し
て
い
る
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
議
運
に
つ
い
て
は
わ
が
国
の
立
法
過

程
の
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
深
い
分
析
を
行
な
う
こ
と
が
こ
の
点
か
ら
も
急
務
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

（1
）
内
田
満
「
大
平
内
閣
」
白
鳥
会
編
『
日
本
の
内
閣
第
三
巻
』
新
評
論
（
一
九
八
一
年
）
三
一
一
一

1

三
三
三
頁
。

（2
）
村
川
一
郎
『
政
策
決
定
過
程
』
教
育
社
（
一
九
七
八
年
）
一
一
一
回
頁
、
土
屋
前
掲
八
三
頁
。



五

立
法
行
動
に
お
け
る
政
党
の
態
度
の
構
造

と
こ
ろ
で
以
上
の
分
析
を
通
じ
て
二
三
の
例
外
を
除
い
て
、
時
期
区
分
別
、
委
員
会
別
共
に
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
が
常
に
新
自
ク
、

民
社
、
公
明
、
社
会
、
共
産
の
順
に
低
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
単
純
に
賛
成
率
や
反
対
率
を
も
っ
て
野
党
度
を
測
る
と
す
る

な
ら
ば
、
こ
の
順
に
野
党
的
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
順
位
は
投
票
行
動
分
析
の
中
で
現
わ
れ
る
有
権
者
の
政
党
認
知
の

い
わ
ゆ
る
「
保
守
｜
革
新
」
の
軸
上
の
順
位
と
等
し
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
国
会
に
お
け
る
立
法
態
度
か
ら
立
法
行
動
を
め
ぐ
る
政
党
聞
の
構
造
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
を

P
O
S
A
Q

号
江
巳

o
a
2
m
g
］o
m
g
s
g
巴
3
5

の
分
析
方
法
を
応
用
し
て
明
ら
か
に
し
て
み
よ
う
。

P
O
S
A

は
多
次
元
尺
度
解
析
法
（
g
己
丘
ム
5
8

回
目
。
ロ
巴

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

m
g
ロ
ロm
g
n
q
白
山
田
）
の
一
つ
と
し
て
、
デ
ー
タ
の
持
つ
構
造
の
中
か
ら
一
次
元
的
尺
度
を
探
し
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
各
党
の
法
案
に
対
す
る
賛
否
の
パ
タ
ー
ン
が
作
り
出
す
デ
ー
タ
の
構
造
か
ら
一
次
元
的
尺
度
を
探
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
の
場
合
P
O
S
A

で
は
分
析
に
用
い
る
態
度
や
反
応
が
相
互
に
ガ
ッ
ト
マ
ン
（
り
の
ロ
2
5
8

）
の
言
う
「
も
の
さ
し
」
を
構
成
し
、

(3
) 

そ
れ
が
一
次
元
で
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
い
う
も
の
さ
し
は
各
党
に
あ
た
る
が
、
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
投
票
行
動
研
究
を
含
め
た
政
党
の
分
析
や
本
研
究
で
示
さ
れ
た
賛
成
率
の
比
較
か
ら
野
党
間
が
一
次
元
的
な
も
の
さ

し
を
作
る
可
能
性
は
否
定
出
来
な
い
。

し
か
し
、
む
し
ろ
こ
こ
で
は
ガ
ッ
ト
マ
ン
の
一
次
元
的
な
も
の
さ
し
を
意
識
的
に
無
視
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
法
案
そ
の
も
の
が
い
か
な
る
賛
否
の
構
造
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
国
会
に
お
け
る
立
法

行
動
に
お
け
る
政
党
関
係
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
の
P
O
S
A

の
用
法
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

P
O
S
A

で
は
態
度
の
パ
タ
ー
ン
分
類
が
分
析
の
中
心
を
な
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
法
案
に
対
す
る
態
度
と
し
て
賛
成
、
反
対
、
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欠
席
、
棄
権
の
四
つ
が
あ
り
、
各
党
の
こ
の
態
度
の
組
合
わ
せ
が
パ
タ
ー
ン
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
、
P
O
S
A

で
は



野党の法案に対する態度のパターンの関係

（民社，公明，社会，共産の 4 党の場合， 1965-1981)

図 4

サンプル数

912 

503 

143 

236 

計 1956

再現率 90.81%

パ
タ
ー
ン
の
次
元
数
が
少
な
い
方
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
。
そ

こ
で
こ
こ
で
は
各
党
の
賛
成
と
反
対
の
み
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
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レベル

全党賛成

1 党反対

3 党反対

上段：パターンナンバー
中段：パターン（民社，公明，社会，共産のl扇で

l が賛成， 2 が反対）

い
る
法
案
の
み
を
抽
出
し
、
パ
タ
ー
ン
を
単
純
化
す
る
こ
と
に

し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
一
九
七
六
年
結
成
の
新
自
由
ク
ラ
ブ
を
除
く

四
野
党
に
つ
い
て
全
法
案
を
対
象
に

P
O
S
A

に
よ
る
パ
タ
l

ン
分
類
を
行
な
っ
て
み
た
（
図
4
）
。
ロ
ロ
と
い
う
全
野
党
賛
成

か
ら
お
お
と
い
う
全
野
党
反
対
に
至
る
ま
で
一
六
の
パ
タ
ー
ン

が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
る
が
こ
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま
る

下段：頻度

法
案
は
一
、
九
五
六
あ
り
、
全
法
案
の
九
0
・
八
%
で
あ
る
。
こ

全党反対

れ
が
P
O
S
A

で
い
う
再
現
率
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
九
O

(4
) 

%
を
越
え
て
い
る
こ
と
か
ら
再
現
率
は
高
い
と
い
え
る
。

そ
こ
で
こ
の
パ
タ
ー
ン
の
内
容
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
線
で
結
ば
れ
て
い
る
パ
タ
ー
ン
は
一
次
元
の
ス
ケ
ー
ル
を
作
り
出
す
ル
i

ト
で
あ
る
。
こ
の
ル
l
ト
の
中
で

ω
ー

ω
ー

ω
l
同
｜
側
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
結
ぶ
も
の
が
主
た
る
ル
l
ト
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
一
、
八
八
七
の
法
案
が
存
在
し
、
分
類
上
の
九
六
・
五
%
が
こ
の
ル
l
ト
上
の
パ
タ
ー
ン
に
あ
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち

こ
の
ル
l
ト
以
外
の
ル
l
ト
は
ほ
と
ん
ど
無
視
し
て
も
良
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
一
党
反
対
の
レ
ベ
ル
で
は
共

産
党
が
反
対
し
、
以
降
反
対
政
党
数
が
増
加
す
る
た
び
に
社
会
、
公
明
、
民
社
の
順
に
反
対
に
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ

に
対
し
、
そ
の
他
の
パ
タ
ー
ン
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
頻
度
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
パ
タ
ー
ン
以
外
の
も
の
は
む
し
ろ



例
外
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
一
方
で
わ
が
国
の
国
会
に
お
け
る
法
案
が
い
わ
ゆ
る
保
守
｜
革
新
の
ル
l
ト
上
に

そ
っ
て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
い
え
る
が
、
他
方
で
は
国
会
に
お
け
る
立
法
行
動
で
は
野
党
の
中
に
民
社
党
か
ら
共
産
党
に
至

る
明
ら
か
な
序
列
が
存
在
し
、
そ
れ
は
い
わ
ば
「
野
党
度
」
と
か
「
革
新
度
」
と
も
呼
ぶ
べ
き
一
次
元
性
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
出
来
よ
う
。
す
な
わ
ち
わ
が
国
の
立
法
行
動
に
お
け
る
政
党
の
態
度
の
構
造
は
一
次
元
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
選
挙
に
際
し
て
の
有
権

者
の
政
党
に
対
す
る
認
知
と
対
応
す
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
わ
が
国
の
立
法
行
動
を
分
析
す
る
上
で
も

投
票
行
動
研
究
で
用
い
ら
れ
る
保
守
｜
革
新
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軸
は
十
分
に
有
効
な
尺
度
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

図 5 野党の法案に対する態度のパターンの関係

（新自クを加えた場合， 1976-1981，有効なパ

ターンのみ）

サンプル数

325 

85 

46 

20 

33 

レベル

全党賛成

3 党反対

4 党反対

16 

計 525

全野党反対

上段：パターンナンバー
中段：パターン（新自ク，民社，公明，社会，共産

のj唄で l が賛成 2 が反対）

次
に
同
様
の
分
析
を
新
自
由
ク
ラ
ブ
を
加
え
て
一
九
七

%
六
年
の
七
八
国
会
以
降
に
つ
い
て
行
な
っ
て
み
る
と
そ
の

ハ
U日

傾
向
は
よ
り
明
ら
か
と
な
る
（
図

5

）
。
こ
こ
で
は
理
論
的

ハ
可U率

に
三
二
の
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
が
、
こ
の
期
間
の
五
三

日
間
九
の
法
案
を
分
類
す
る
と
五
二
五
が
あ
て
は
ま
り
、
再
現

率
は
九
七
・
四
%
と
著
し
く
高
く
な
る
。
加
え
て
そ
の
パ

下段：頻度

タ
ー
ン
は
例
か
ら
例
に
至
る
一
五
し
か
存
在
せ
ず
、
そ
の

内
例
l

付
l
ω
l
ω
l
糾
l

糾
と
い
う
ル
l

ト
上
に
五
O

七
の
法
案
が
存
在
し
、
そ
れ
は
一
五
パ
タ
ー
ン
上
の
法
案

の
九
六
・
六
%
を
占
め
て
い
る

五
三
九
の
全
法
案
に
対

し
て
も
九
四
・
一
%
が
こ
の
ル
l
ト
上
に
あ
る
わ
け
で
、
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そ
の
一
次
元
性
は
著
し
く
高
い
。
さ
ら
に
二
党
反
対
か
ら



主要野党聞の態度一致率の推移図 6

(%) 
100 

80 

70 

60 

50 

40 

30 

20 

10 

81 （年）

党
反
対
へ
の
ル
l

ト
は
例
ー
ω
の
組
合
わ
せ
し
か
な
く
、

他
の
パ
タ
ー
ン
同
志
を
結
ぶ
組
合
わ
せ
は
皆
無
で
あ
る
。
こ
140 

80 

の
こ
と
は
こ
の
ル
I

ト
の
一
次
元
性
の
高
さ
を
表
わ
す
と
同

79 

時
に
社
・
共
グ
ル
ー
プ
と
八
ム
・
民
・
ク
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に

78 

野
党
の
態
度
が
分
極
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の

77 

期
間
に
は
新
自
由
ク
ラ
ブ
は
欠
席
や
棄
権
と
い
っ
た
態
度
を

76 

示
し
て
お
ら
ず
、
民
社
か
ら
共
産
に
至
る
四
党
の
パ
タ
ー
ン

75 

の
場
合
の
同
か
ら
側
や
聞
に
至
る
ル
l

ト
は
新
自
由
ク
ラ
ブ

74 

登
場
以
前
の
こ
と
に
な
る

そ
こ
で
は
社
・
民
と
公
・
共
が

73 72 

そ
れ
ぞ
れ
に
共
同
歩
調
を
取
っ
た
法
案
が
み
ら
れ
た
り
し
て

71 

い
る
が
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
登
場
後
は
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン

70 

は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
近
年
の
野
党
間

69 

の
構
造
は
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軸
上
の
一
次
元
性
を
強
め
な

68 

が
ら
、
野
党
内
部
に
お
い
て
は
立
法
態
度
の
分
極
化
が
進
行

67 

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

66 

こ
の
よ
う
な
立
法
行
動
に
お
け
る
政
党
の
態
度
の
構
造
を

65 

よ
り
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
主
要
な
野
党
間
の
態
度
の
一
致

率
の
推
移
を
見
て
み
よ
う
（
図
6

）
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
一
致



率
は
採
決
に
あ
た
っ
て
同
じ
態
度
を
示
し
た
も
の
に
つ
い
て
計
算
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
じ
賛
成
や
同
じ
棄
権
で
あ
っ
て
も
政
党
に
よ

っ
て
持
つ
意
味
が
全
く
異
な
る
こ
と
も
あ
り
、
厳
密
な
意
味
で
の
態
度
一
致
率
は
こ
れ
よ
り
低
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
結
果
的
に
せ
よ
態
度
が
一
致
し
た
と
い
う
こ
と
は
両
党
聞
の
意
見
が
よ
り
近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
し
、
院
内
共
闘
の
可
能

性
が
十
分
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う

こ
れ
を
見
る
と
一
九
七

0
年
代
前
半
ま
で
は
社
会
党
と
公
明
党
の
態
度
の
一
致
率
が
他
よ
り
も
高
く
な
っ
て
お
り
、
社
・
共
聞
の
一

致
率
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
七

0
年
代
後
半
の
与
野
党
伯
仲
の
時
代
に
な
る
と
そ
の
傾
向
に
も
変
化
が
現
わ
れ
て
く
る
。

ま
ず
目
に
つ
く
の
は
一
貫
し
た
公
・
民
問
、
社
・
共
聞
の
態
度
一
致
率
の
増
加
と
社
・
民
問
、
社
・
公
聞
の
一
般
的
な
態
度
一
致
率
の

低
下
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
の
場
合
、
公
・
民
間
の
一
致
率
は
九
一
・
一
%
で
あ
る
の
に
対
し
、
社
・
公
聞
は
八
一
・
一
%
と
社
・
共

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

間
の
八
三
・
三
%
を
下
ま
わ
っ
て
お
り
、
逆
転
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

時
期
区
分
別
の
政
党
間
の
態
度
一
致
率
を
比
較
し
て
み
る
と
与
野
党
対
立
期
に
あ
っ
て
は
社
・
公
聞
は
九
一
・
一
%
で
あ
る
の
に
対

し
、
社
・
共
同
は
六
一
・
五
%
に
す
ぎ
な
い
（
表
6

）
。
ま
た
、
社
・
民
間
は
八
五
・
三
%
で
あ
る
の
に
対
し
公
・
民
聞
は
九0
・
四
%

と
な
っ
て
お
り
、
も
し
院
内
で
共
闘
を
組
む
な
ら
ば
社
・
八
ム
・
民
が
公
明
党
を
ピ
ボ
タ
ル
・
パ
ー
テ
ィ
ー
（
ミ
ぎ

g
－
3

ユ
包
と
し
て
組

む
こ
と
が
最
も
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
様
相
は
新
自
由
ク
ラ
ブ
が
加
わ
っ
た
与
野
党
伯
仲
期
に
も
変
化
は
な
い
。

た
だ
、
自
民
党
に
対
す
る
態
度
の
一
致
率
が
一
様
に
上
っ
た
た
め
、
民
社
党
や
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
場
合
は
む
し
ろ
社
会
党
と
の
共
闘
よ

り
自
民
党
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
方
が
合
い
や
す
い
と
い
う
こ
と
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
裏
が
え
せ
ば
政
府
・
与
党
が
こ
の
こ

党
に
妥
協
す
る
立
法
行
動
を
取
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
も
意
味
す
る
。
事
実
福
田
内
閣
下
の
八
O
国
会
で
は
予
算
を
内
閣
が
修
正
し
、

こ
の
両
党
の
賛
成
を
取
り
つ
け
、
可
決
成
立
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
方
、
社
・
共
間
は
そ
の
一
致
率
は
以
前
に
比
べ
て
大
幅
に
高

141 

ま
っ
て
い
る
も
の
の
自
・
社
間
よ
り
も
依
然
と
し
て
低
い
水
準
に
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
。



時期区分別各党聞の態度一致率（%）表 6

与野党対立期(1) 

新自グ社民明公会社産共
Mι 

見政

85.1 77.6 70.6 35.0 民
ク
社
明
会

自

自
新
民
公
社

90.4 85.3 

91.1 

49.2 

55.5 

61. 5 

与野党伯仲期(2) 

新自グ

98.1 

社

90.2 

93 9 

民明

83.8 

88.9 

93.5 

公ぷ込
~ 

78.2 

80.2 

88.0 

90.7 

社産

61. 8 

66.4 

70.5 

75.2 

77.8 

共党

民
ク
社
明
会

自

政

自
新
民
公
社

保守回帰期(3) 

新自ク

90.9 

社

84.3 

91. 7 

民明

83.5 

90.9 

97.5 

公会

66.9 

76.0 

79.3 

80.2 

社産

54.5 

62.0 

65.3 

66.1 

83.5 

共』£．

..7L 

民
ク
社
明
会

自

政

自
新
民
公
社

と
こ
ろ
が
保
守
回
帰
期
に
な
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る
と
公
明
党
を
ピ
ボ
タ
ル
・
パ

ー
テ
ィ
ー
と
し
て
の
野
党
共
闘

の
可
能
性
に
大
き
な
変
化
が
生

じ
て
く
る
。
こ
こ
で
は
公
・
民

聞
の
一
致
率
は
九
七
・
五
%
と

ほ
ぼ
完
全
な
態
度
の
一
致
を
見

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
社
・
共

聞
は
八
0
・
二
%
と
以
前
よ
り

も
一
0
ポ
イ
ン
ト
近
く
も
低
下

し
て
い
る
。
反
面
、
社
・
共
間

は
八
三
・
五
%
と
最
も
近
い
関

係
と
な
っ
て
お
り
、
社
会
党
の

自
民
党
と
の
一
致
率
を
大
幅
に

上
ま
わ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
こ

で
興
味
深
い
の
が
こ
の
よ
う
な

変
動
が
野
党
一
次
元
上
の
軸
上

で
の
新
自
由
ク
ラ
ブ
か
ら
共
産



党
ま
で
の
距
離
差
を
ほ
と
ん
ど
生
じ
る
こ
と
な
く
起
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
与
野
党
対
立
と
い
う
図
式
の
中
で
対
自
民
党
の
態
度
一

致
率
を
見
る
と
与
野
党
伯
仲
期
に
は
最
も
自
民
党
に
近
い
新
自
由
ク
ラ
ブ
の
一
致
率
は
九
八
・
一
%
で
あ
り
、
最
も
自
民
党
に
遠
い
共

産
党
の
一
致
率
は
六
一
・
八
%
で
そ
の
差
は
三
六
・
三
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
保
守
回
帰
期
に
は
す
べ
て
の
野
党
が
自
民
党
と
の
一
致
率

を
下
げ
て
い
る
も
の
の
新
自
由
ク
ラ
ブ
か
ら
共
産
党
ま
で
の
距
離
そ
の
も
の
は
三
六
・
四
ポ
イ
ン
ト
と
全
く
変
化
が
な
い
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
与
野
党
伯
仲
期
か
ら
保
守
回
帰
期
へ
の
変
化
は
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
か
ら
共
産
党
と
い
う
野
党
全
体
と
し
て
の
態
度
の
距
離
は

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

対自民党態度一致寧の変化から見た野党内部の分極化図 7
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与野党伯仲期

保守回帰期

変
化
さ
せ
な
い
ま
ま
、
社
会
党
と
公
明
党
の
聞
を
分
界
線
と
し
て
野
党
が
草
新
と
中
道
と
に
分
極

化
し
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
図7
）
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
状
況
を
作
り

出
し
た
大
き
な
要
因
と
し
て
公
明
党
の
立
法
行
動
の
変
化
が
考
え
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

一
九
七
0
年
代
後
半
の
与
野
党
伯
仲
期
に
議
論
さ
れ
た
連
合
政
権
問
題
は
選
挙
を
通
じ
て
共
闘

と
い
う
形
で
具
体
化
し
て
行
っ
た
が
、
そ
れ
は
最
終
的
に
全
野
党
共
闘
に
あ
く
ま
で
固
執
す
る
社

会
党
と
共
産
党
を
含
ま
な
い
中
道
連
合
を
主
張
す
る
民
社
・
公
明
の
グ
ル
ー
プ
に
分
極
化
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
は
国
会
の
立
法
行
動
に
お
け
る
態
度
の
一
致
率
の
上
に
も
端
的

に
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
こ
こ
か
ら
は
っ
き
り
す
る
わ
け
で
あ
る
。
連
合
や
共
闘
の
問
題
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
投
票
行
動
研
究
の
中
で
有
権
者
側
の
態
度
の
分
析
が
行
な
わ
れ
て
き
た
が
、
実
際

の
選
ば
れ
る
側
の
政
党
が
ど
の
程
度
近
い
関
係
に
あ
る
の
か
は
抽
象
的
に
し
か
表
現
さ
れ
て
来
な

か
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
こ
こ
に
示
さ
れ
た
立
法
行
動
に
お
け
る
政
党
間
の
意
見
一

致
の
度
合
か
ら
具
体
的
、
実
証
的
に
そ
の
関
係
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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（1
）
た
と
え
ば
投
票
行
動
分
析
に
お
い
て
数
量
化
理
論
第E
類
に
よ
っ
て
析
出
さ
れ
る
支
持
政
党
を
外
的
基
準
と
し
た
場
合
の
第
一
次
元
は
通
常
保
守
！
革
新
の
軸
と

呼
ば
れ
る
場
合
が
多
く
、
そ
こ
で
の
サ
ン
プ
ル
・
ス
コ
ア
の
平
均
値
は
保
守
か
ら
革
新
に
向
っ
て
自
民
、
新
自
由
ク
ラ
ブ
、
民
社
、
社
会
、
共
産
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

N
H
K

放
送
世
論
調
査
所
編
『
総
選
挙
の
分
析
』
（
一
九
七
二
年
）
一
一
一
八

1

一
三
二
頁
な
ど
参
照
。

（2
）
P
O
S
A

に
つ
い
て
は
林
知
己
夫
・
飽
戸
弘
編
『
多
次
元
尺
度
解
析
法
』
サ
イ
エ
ン
ス
社
（
一
九
七
六
年
）
一
九
七
｜
二
四
四
頁
参
照
。

（3
）
林
・
飽
戸
編
前
掲
二
O
二
l

二
O
三
頁
。

（4
）
林
・
飽
戸
編
前
掲
二
四
四
頁
．

（5
）
岩
井
前
掲
六
O
頁
。
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結

ヨ
間

以
上
の
よ
う
な
分
析
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
ま
ず
、
わ
が
国
で
は
与
野
党
聞
の
対
立
は
今
日
で
は
一
般
に
言
わ
れ
る
ほ
ど
厳

し
い
も
の
で
は
な
く
、
立
法
過
程
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
す
べ
て
を
与
野
党
対
立
の
図
式
の
中
で
捉
え
よ
う
と
す
る
こ
と
に
は
問

題
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
与
野
党
聞
の
距
離
そ
の
も
の
は
、
各
党
の
内
閣
提
出
法
案
に
対
す
る
賛
成
率
の
推
移
か
ら
見

る
限
り
、
与
野
党
伯
仲
の
産
物
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
に
は
や
や
問
題
が
あ
ろ
う
。

第
二
に
は
わ
が
国
の
立
法
行
動
に
お
け
る
政
党
の
態
度
の
構
造
に
は
高
い
一
次
元
性
が
存
在
し
、
そ
れ
は
一
般
に
言
わ
れ
る
保
守
l

革
新
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軸
に
一
致
す
る
点
で
あ
る
。
同
時
に
そ
れ
が
投
票
行
動
分
析
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
有
権
者
の
政
党
認
知
の
イ
デ

オ
ロ
ギ
l
軸
上
の
順
位
と
一
致
す
る
こ
と
は
こ
の
軸
か
ら
見
る
限
り
、
有
権
者
の
認
知
と
政
党
の
立
法
行
動
の
聞
に
決
定
的
な
差
が
生

じ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
音
山
味
で
は
立
法
行
動
を
今
後
分
析
し
て
行
く
上
で
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
軸
が
有
効
で
あ
る

」
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
わ
が
国
の
立
法
行
動
の
上
で
は
と
り
わ
け
共
産
党
の
行
動
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

六
0
年
代
に
お
け
る
共
産
党
の
反
体
制
的
立
法
態
度
は
全
会
一
致
や
野
党
間
関
係
を
分
析
す
る
上
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と



で
あ
り
、
本
研
究
中
で
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
同
党
に
数
多
く
見
ら
れ
る
欠
席
や
棄
権
が
何
を
意
味
す
る
の
か
を
さ
ら
に
分
析
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。

本
研
究
で
は
法
案
に
つ
い
て
の
各
党
の
態
度
を
計
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
立
法
行
動
に
お
け
る
政
党
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

し
か
し
、
本
研
究
で
は
立
法
行
動
の
経
年
変
化
を
は
じ
め
と
し
て
、わ
が
国
の
政
党
の
立

法
行
動
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
明
ら
か
に
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
本
文
中
で
も
触
れ
た
通
り
、
政
策
分
析
を
は
じ
め
と
し
て
法
案
の
ウ
ェ
イ

ト
づ
け
な
ど
立
法
の
中
身
の
問
題
に
つ
い
て
の
分
析
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
同
時
に
政
党
の
活
動
方
針
や

内
部
状
況
、
権
力
関
係
な
ど
が
立
法
行
動
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
り
、
こ
れ
ら
の
点
に
も
考
慮
を
し
て

今
後
の
分
析
を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

国会における政党の立法行動の計量分析（岩井）

特
に
一
九
八
O
年
の
ダ
ブ
ル
選
挙
以
降
の
保
守
回
帰
期
に
お
け
る
立
法
行
動
は
現
在
進
行
形
の
問
題
で
あ
り
、
果
し
て
本
研
究
に
示

し
た
通
り
に
立
法
行
動
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
。
し
か
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
わ
が
国
に
お
け
る
立
法

行
動
研
究
は
未
だ
そ
の
出
発
点
に
あ
り
、
分
析
す
べ
き
課
題
も
数
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
は
こ
れ
を
出
発
点
と
し
て
よ
り
多
面
的

で
詳
細
な
分
析
が
要
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

付
記
本
研
究
の
デ
ー
タ
の
収
集
と
作
製
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
国
際
問
題
セ
ン
タ
ー

3
z
c
g
g

吋
ゲ
『
同
己

0
5
9
s
g
p］
〉

B
5

・
国
号
g

昆

C
E
2
2
5
可
）
研
究
員
マ
イ
ク
・
M
・
モ
チ
ズ
キ
（
冨
持
。
冨
・
冨S
E
N
毎
日
）
氏
と
共
同
で
行
な
っ
た
。

本
稿
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
参
議
院
議
事
部
議
案
課
長
長
谷
川
光
司
氏
、
同
委
員
部
議
院
運
営
課
課
長
補
佐
島
原
勉
氏
の
両
氏
に
数
多
く
の
示
唆
を

得
た
。
ま
た
、
立
法
行
動
全
般
の
問
題
に
つ
い
て
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
助
教
授
猪
口
孝
氏
か
ら
も
数
多
く
の
示
唆
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
の

意
を
表
わ
し
た
い
。
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